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〔
資
料
紹
介
〕息

子
を
遊
学
さ
せ
る
こ
と
　
─
昭
和
初
頭
の
恐
慌
期
、
長
崎
か
ら
東
京
へ
─

︱
︱
二
〇
二
一
年
度
宮
崎
聖
平
氏
寄
贈
陣
内
宜
男
関
係
資
料
か
ら
︱
︱

解
題

大　

門　

泰　

子

は
じ
め
に

二
〇
二
一
年
度
、
宮
崎
聖
平
氏
よ
り
早
稲
田
大
学
関
係
者
の
資
料
二
三
二
点
の
寄
贈
を
受
け
た
。
そ
の
う
ち
二
二
七
点
が
本
学
教
育
学

部
教
員
で
あ
っ
た
陣じ
ん
の
う
ち
よ
し
お

内
宜
男
氏
（
以
下
、
敬
称
略
）
に
関
係
す
る
書
簡
（
ハ
ガ
キ
も
含
む
）
や
原
稿
の
下
書
き
な
ど
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は

す
べ
て
古
書
店
で
購
入
し
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

寄
贈
資
料
の
内
訳
は
、
父
陣
内
多
三
氏
（
以
下
、
敬
称
略
）
か
ら
息
子
の
陣
内
宜
男
に
宛
て
た
書
簡
が
一
八
〇
通
、
陣
内
か
ら
妻
に
宛

て
た
書
簡
が
四
〇
通
、
そ
の
他
の
書
簡
が
一
一
通（
１
）、
陣
内
執
筆
の
原
稿
な
ど
の
下
書
き
の
束
が
一
点
で
あ
る
。
父
多
三
か
ら
陣
内
に
宛
て

た
書
簡
は
、
陣
内
が
早
稲
田
大
学
第
二
高
等
学
院
の
入
学
試
験
を
終
え
た
ば
か
り
の
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
三
月
二
七
日
に
始
ま
り
、

二
度
目
の
兵
役
に
着
い
た
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
夏
ま
で
の
一
六
年
間
の
長
期
に
及
ぶ
も
の
で
あ
る
。
第
二
高
等
学
院
入
学
か
ら
大
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学
学
部
卒
業
ま
で
の
五
年
間
の
書
簡
は
七
八
通
あ
る
。
後
年
、
陣
内
が
妻
に
あ
て
た
書
簡
に
「
父
の
手
紙
は
全
部
取
っ
て
あ
る
。
亡
き
彼

の
思
い
出
に
す
る
た
め
だ
。
僕
は
父
思
い
で
あ
る
」
（
２
）

と
い
う
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
陣
内
は
父
か
ら
の
書
簡
を
意
識
的
に
大
切
に
ま
と

め
て
保
管
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

陣
内
の
在
学
時
（
一
九
二
六
年
四
月
～
一
九
三
一
年
三
月
）
は
金
融
恐
慌
・
昭
和
恐
慌
に
よ
る
経
済
的
不
況
の
最
中
に
あ
た
り
、「
大
学
は

で
た
け
れ
ど
」
と
言
わ
れ
た
時
代
の
中
で
卒
業
を
迎
え
た
。
こ
の
時
期
の
大
学
生
の
生
活
の
逼
迫
状
況
は
、『
早
稲
田
大
学
百
年
史　

第

三
巻
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、『
早
稲
田
大
学
学
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
本
大
学
学
生
生
計
調
査
」
や
『
早
稲
田
大
学
新
聞
』

に
掲
載
さ
れ
た
記
事
を
通
し
て
、
下
宿
か
ら
通
う
平
均
的
な
学
生
の
必
要
経
費
（
室
料
や
食
費
、
交
際
費
）
が
一
流
企
業
の
新
入
社
員
な
み

の
金
額
に
な
っ
て
い
た
こ
と
や
学
生
生
活
の
都
市
化
・
享
楽
化
が
学
費
増
大
に
拍
車
を
か
け
て
い
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、

そ
の
仕
送
り
を
す
る
側
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
不
況
に
よ
り
名
目
賃
金
以
上
に
小
売
物
価
が
低
下
し
た
た
め
、
職
を
持
つ
父
兄
へ
の
影
響

は
少
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
「
小
売
商
や
農
業
従
事
者
の
場
合
に
は
、
そ
の
困
難
は
確
実
に
増
し
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
に
と
ど
ま
り
、

具
体
的
な
記
述
は
な
い（
３
）。
日
記
や
家
計
簿
の
よ
う
な
資
料
が
な
い
か
ぎ
り
、
そ
う
し
た
数
字
は
表
に
で
に
く
い
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
紹
介
す
る
書
簡
に
は
、
遠
く
長
崎
の
地
か
ら
早
稲
田
大
学
へ
息
子
を
遊
学
さ
せ
た
一
人
の
父
親
の
仕
送
り
の
記
録
が
克
明
に
記

さ
れ
て
い
る
。
父
は
仕
送
り
の
都
度
、
書
簡
に
金
額
を
明
記
し
て
い
た
。
折
々
に
家
計
の
厳
し
さ
、
や
り
繰
り
の
困
難
も
伝
え
な
が
ら
仕

送
り
を
や
り
終
え
、
卒
業
を
目
前
と
し
た
日
の
書
簡
に
は
「
愈
待
ち
に
待
ち
た
る
卒
業
を
向
へ
嬉
し
く
喜
び
合
居
り
候　

五
年
間
毎
日
新

聞
を
隈
な
く
見
早
稲
田
校
に
事
件
は
起
ぬ
か
と
心
配
致
只
無
事
に
卒
業
期
を
一
日
千
週
と
待
居
た
る
に
卒
業
を
遂
げ
数
千
金
の
学
資
を
意

義
あ
ら
し
め
大
学
出
身
と
し
て
の
子
を
持
つ
親
の
心
は
感
慨
無
量
」
と
記
し
て
い
た
。
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陣
内
宜
男
と
そ
の
父

陣
内
宜
男
は
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
六
月
、
長
崎
県
諫
早
町
（
現
、
諫
早
市
）
に
生
ま
れ
た
。
陣
内
家
の
長
男
で
あ
る
。
長
崎
県
立

大
村
中
学
校
を
卒
業
後
、
一
九
二
六
年
四
月
に
早
稲
田
大
学
第
二
高
等
学
院
入
学
、
早
稲
田
大
学
文
学
部
文
学
科
国
文
学
専
攻
を
一
九
三
一

年
三
月
に
卒
業
し
た
。
卒
業
後
、
半
年
余
り
中
国
で
学
ん
だ
後
に
兵
役
に
着
き
、
退
役
後
の
一
九
三
三
年
二
月
に
早
稲
田
大
学
学
生
課
に

就
職
し
、
四
一
年
か
ら
は
第
二
高
等
学
院
専
任
講
師
、
高
等
師
範
部
講
師
な
ど
を
経
て
一
九
四
九
年
四
月
早
稲
田
大
学
（
新
制
）
教
育
学

部
の
助
教
授
と
な
っ
た
。
一
九
七
二
年
三
月
、
定
年
退
職
し
た（
４
）。
学
生
時
代
よ
り
文
学
部
文
学
科
の
窪
田
空
穂
教
授
に
師
事
し（
５
）、
学
生
課

に
就
職
し
た
頃
は
「
国
文
学
会
」
の
創
立
と
会
誌
『
国
文
学
研
究
』
の
発
刊
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
い
だ
。
一
九
三
七
年
八
月
か
ら
終
戦
ま

で
三
回
応
召
さ
れ
、「
ほ
と
ん
ど
従
軍
に
明
け
暮
れ
た
三
十
代
で
あ
っ
た
」
と
語
る
ほ
ど
陸
軍
で
の
生
活
も
経
験
し
て
い
る（
６
）。
長
崎
県
諫

早
町
に
住
む
父
は
、
資
料
か
ら
推
察
で
き
る
限
り
で
、
陣
内
の
在
学
時
は
、
地
主
と
し
て
の
収
入
の
ほ
か
、
貸
家
業
、
共
同
購
買
会
や
繭

販
売
利
用
組
合
の
仕
事
、
諫
早
町
災
害
復
旧
耕
地
整
理
組
合
で
の
期
限
付
き
の
嘱
託
か
ら
現
金
収
入
を
得
て
い
た
。
一
九
二
七
年
五
月
に

は
地
区
よ
り
町
議
会
議
員
に
推
さ
れ
、
町
議
を
務
め
て
い
る
。
た
だ
し
、
地
主
と
は
い
っ
て
も
決
し
て
大
地
主
で
は
な
い
こ
と
は
文
面
か

ら
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
筆
ま
め
な
父
は
手
紙
に
送
金
額
に
く
わ
え
て
、
家
族
の
話
題
や
家
の
財
政
状
況
、
地
元
の
風
景
や
経
済
な
ど

を
記
し
て
知
ら
せ
た
。
新
聞
を
よ
く
読
ん
で
い
て
、
情
報
を
得
て
い
る
。
陣
内
の
健
康
を
気
遣
い
、
し
っ
か
り
勉
強
し
て
ほ
し
い
と
毎
回

の
よ
う
に
諭
す
。
健
康
に
対
す
る
思
い
は
強
く
、
陣
内
の
持
病
で
あ
る
皮
膚
疾
患
の
こ
と
や
風
邪
、
歯
痛
へ
の
心
配
も
す
る
。「
何
事
も

健
康
」
が
繰
り
返
さ
れ
た
。

陣
内
に
は
二
人
の
弟
の
ほ
か
に
姉
や
妹
も
い
た
。
一
九
一
八
年
に
実
母
が
没
し
、
翌
年
に
父
が
再
婚
し
た
た
め
、
実
家
に
は
継
母
と
年
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の
離
れ
た
妹
と
弟
も
い
た
。
継
母
は
、
毎
日
購
売
会
の
集
金
を
し
て
父
を
助
け
、
陣
内
の
た
め
に
セ
ー
タ
ー
な
ど
も
編
ん
で
い
た
。
父
は

「
母
へ
孝
行
は
即
チ
父
へ
孝
行　

継
母
へ
ツ
カ
ヘ
ル
モ
是
レ
ハ
御
前
た
チ
の
運
命
」
と
諭
す
。
父
の
文
面
に
は
「
長
男
」
や
「
家
」
意
識

を
強
い
る
よ
う
な
言
葉
は
な
い
代
わ
り
に
、
弟
た
ち
の
進
路
や
生
活
に
関
す
る
相
談
や
依
頼
、
姉
妹
の
縁
談
話
や
父
の
仕
事
や
家
政
に
関

す
る
様
々
な
事
柄
へ
の
意
見
を
求
め
て
い
る
。
父
に
と
っ
て
陣
内
は
常
に
頼
り
に
な
る
息
子
で
あ
り
、
よ
き
相
談
相
手
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
卒
業
後
の
就
職
も
陣
内
の
意
志
に
し
た
が
う
と
し
、
長
崎
に
も
ど
る
こ
と
も
望
ん
で
い
な
い
。
た
だ
一
点
、「
卒
業
後
の
方
進
に

付
て
は
随
意
な
る
も
弟
妹
あ
る
家
庭
な
れ
は
自
給
自
足
と
覚
悟
か
」
と
い
う
よ
う
に
、
自
立
し
て
い
く
こ
と
だ
け
は
求
め
て
い
る
。

徴
兵
猶
予

陣
内
は
一
九
二
六
年
四
月
、
二
〇
歳
に
な
る
年
に
六
倍
の
入
学
試
験
倍
率
を
突
破
し
て
第
二
高
等
学
院
（
二
年
制
）
へ
入
学
し
た
。「
試

験
の
結
果
は
一
生
懸
命
勉
強
し
て
も
入
学
の
出
来
ぬ
の
は
是
れ
運
命　

又
人
の
富
賎
も
同
様
一
生
の
運
命　

そ
れ
で
入
学
の
出
来
ぬ
か
ら

と
て
、
く
や
む
に
も
、
及
は
ぬ
」
と
い
っ
て
い
た
父
が
ま
ず
心
配
し
た
こ
と
は
、
二
〇
歳
を
迎
え
る
陣
内
の
「
徴
兵
検
査
」
で
あ
っ
た
。

当
時
、
徴
兵
義
務
年
齢
は
二
〇
歳
。
中
等
学
校
以
上
の
卒
業
生
に
は
志
願
に
よ
り
現
役
在
営
期
間
を
三
年
か
ら
一
年
に
短
縮
す
る
一
年
志

願
兵
の
制
度
が
あ
っ
た
。
長
崎
県
立
大
村
中
学
校
を
卒
業
し
て
い
る
陣
内
は
こ
れ
に
該
当
す
る
。�

合
格
発
表
の
前
か
ら
「
東
京
に
行
く

な
ら
ば
徴
兵
検
査
に
は
是
非
間
に
合
う
よ
う
に
帰
宅
す
る
事
」
と
記
し
て
い
る
。

合
格
発
表
後
、
父
の
勧
め
に
し
た
が
っ
て
、
直
ち
に
帰
省
し
て
徴
兵
検
査
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
。
五
月
一
日
の
書
簡
に
は
、

例
の
徴
兵
の
結
果
は
別
紙
番
号
の
通
り
若
番
な
る
故
入
営
す
る
事
覚
悟
を
要
し
候　

多
分
本
年
十
月
頃
愈
々
確
定
と
相
成
る
訳
に
付
其
節
入
営
延
期

の
手
続
可
致
候　

先
便
諫
早
新
聞
参
考
の
為
め
送
付
致
置
候
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と
、
記
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
入
営
延
期
手
続
き
の
進
捗
状
況
が
書
簡
よ
り
わ
か
る
。

〔
大
正
一
五
年
五
月
一
五
日
〕

例
の
徴
兵
は
番
号
が
五
十
五
番
故
入
営
せ
ネ
ば
、
な
ら
な
い
と
役
場
で
申
候　

依
て
入
営
延
期
の
願
書
を
出
す
に
は
現
在
の
在
学
証
明
書
が
入
用
に

付
御
送
付
被
下
度　

願
書
は
当
方
で
提
出
す
る
か
ら
在
学
証
明
書
が
到
着
す
れ
ば
直
ニ
手
続
き
致
候

徴兵検査の結果を知らせる書簡（大正15年 5 月 1 日）
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〔
大
正
一
五
年
六
月
六
日
〕

先
日
送
付
致
サ
レ
候
証
明
書
早
速
町
役
場
へ
提
出
候
處
右
証
明
書
ニ
テ
ハ
出
願
出
来
申
サ
ズ
候
条
一
年
志
願
兵
願
書

9

9

9

9

9

9

9

ニ
添
属
ノ
為
メ
ノ
証
明
書
ヲ
貰
イ

受
ケ
御
送
付
相
成
度
尚
ホ
中
学
校
卒
業
ノ
証
明
書
必
要
ノ
由
ニ
付
当
方
ヨ
リ
大
村
中
学
校
ニ
相
談
可
致
候
条
早
稲
田
学
校
ノ
証
明
書
御
送
付
有
之
度
候

一
年
志
願
兵
願
、
一
年
志
願
兵
入
営
延
期
願
ハ
当
方
ニ
於
テ
認
タ
メ
大
村
連
隊
区
司
令
官
へ
差
出
ス
事
ニ
致
居
候
ニ
付
承
知
相
成
度
候

〔
大
正
一
五
年
六
月
一
五
日
〕

本
日
一
年
志
願
兵
願
及
ヒ
入
営
延
期
願
書
を
認
め
町
役
場
迄
提
出
致
置
候
条
本
日
認
可
書
下
付
有
之
べ
く
候
ど
も
入
営
延
期
願
は
毎
年
提
出
す
る
事

に
候

父
の
奔
走
が
あ
り
、
陣
内
の
一
年
志
願
兵
と
入
営
延
期
は
認
め
ら
れ
た
。
延
期
手
続
き
は
毎
年
行
な
う
必
要
が
あ
る
た
め
、
在
学
中
に

も
手
続
き
を
怠
り
な
く
す
る
よ
う
に
注
意
を
促
し
、
卒
業
時
に
も
手
続
き
に
つ
い
て
知
ら
せ
て
い
た
。
徴
兵
義
務
に
反
す
る
こ
と
は
、
町

議
に
推
薦
さ
れ
る
よ
う
な
父
に
と
っ
て
は
、
体
面
に
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

学
費

次
は
学
費
と
生
活
費
の
問
題
で
あ
る
。「
学
費
は
、
父
が
貯
へ
て
居
る
丈
は
御
前
た
チ
に
、
や
る
か
ら
、
む
だ
つ
か
い
さ
エ
、
せ
ネ
ば
、

宜
し
い
」（
三
月
二
七
日
）
と
記
し
つ
つ
も
、
次
便
で
は
「
入
費
は
成
可
く
節
約
さ
れ
度
候　

此
頃
は
収
入
な
き
上
に
支
出
多
く
困
り
居
候　

光
子
も
四
月
一
日
よ
り
入
学
致
候
」（
四
月
二
日
）
と
記
す
。
陣
内
家
の
子
ど
も
の
教
育
に
対
す
る
意
識
は
高
く
、
弟
た
ち
も
中
学
校
に
在

籍
し
て
い
た
し
、
異
母
妹
は
後
に
高
等
女
学
校
高
等
科
ま
で
進
学
し
て
教
員
と
な
っ
て
い
る
。
異
母
弟
は
旅
順
医
学
校
に
合
格
し
て
い

て
、
教
育
熱
心
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い（
７
）。
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陣
内
の
東
京
遊
学
に
か
か
る
経
費
に
つ
い
て
の
父
の
見
積
も
り
は
、�

以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。

間
借
賃
が
拾
円
と
食
費
が
四
十
五
銭
と
す
れ
は
計
弐
拾
三
円
五
十
銭
と
な
る
訳　

是
れ
ニ
小
遣
い
を
五
円
と
し
て
も
三
十
円
以
内
で
験
約
が
出
来
る

計
算
で
あ
る
か
ら
三
十
円
以
内
で
が
ま
ん
が
出
来
は
せ
な
い
か　

又
た
服
代
、
靴
代
、
学
校
費
等
を
支
出
す
れ
ば
年
計
で
は
六
百
円
以
上
と
相
成
五

年
間
に
は
三
千
円
の
経
費
を
要
す
る
訳
に
付
小
生
の
今
の
生
活
に
て
は
少
々
大
荷
と
考
へ
候

若
し
出
来
得
る
な
ら
ば
先
々
に
て
は
内
職
で
も
働
き
学
費
を
加
勢
出
来
れ
ば
餘
程
結
構
な
る
も
今
直
に
と
は
、
云
は
な
い　

只
だ
参
考
ま
で
申
置
き

候　

尚
熟
考
を
乞
ふ

早
稲
田
大
学
の
学
費
は
、
陣
内
が
在
学
し
た
一
九
二
六
年
度
か
ら
三
〇
年
度
に
か
け
て
、
高
等
学
院
が
年
に
一
二
〇
円
、
大
学
文
学
部

は
年
に
一
四
〇
円
で
あ
っ
た
。
規
則
に
よ
れ
ば（
８
）、

高
等
学
院

第
一
期　

四
月
一
五
日
迄　

五
〇
円　
　

第
二
期　

九
月
一
五
日
迄　

四
〇
円　
　

第
三
期　

一
月
一
五
日
迄　

三
〇
円

大
学
（
文
学
部
）

第
一
期　

四
月
一
五
日
迄　

五
〇
円　
　

第
二
期　

九
月
一
五
日
迄　

五
〇
円　
　

第
三
期　

一
月
一
五
日
迄　

四
〇
円

と
記
さ
れ
て
い
て
、
一
年
分
を
三
期
に
分
け
て
期
限
日
ま
で
に
分
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、「
学
費
納
付
ノ
期
日
ニ
違
フ
者
ハ
本
人
及
其

保
證
人
ニ
催
告
シ
尚
納
付
セ
サ
ル
者
ハ
之
ヲ
除
籍
ス
」
と
さ
れ
て
い
た
。
授
業
料
は
平
均
す
れ
ば
毎
月
一
〇
円
～
一
二
円
程
度
、
ほ
か
に

制
服
制
帽
な
ど
の
負
担
が
必
要
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
父
の
当
初
の
計
算
に
対
し
て
、
実
際
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。
次
の
表
は
、
後
掲
の
資
料
に
記
さ
れ
て
い
る
送
金
額
を
一
覧
に
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1928年 ５ 月 ５ 日 40円 迫々送金に付ては困難致候　茲ニ金四拾円送金致候条落手相成度
候

６月25日 40円 申送りの通り茲に金四拾円為替にて送金致候条受領相成度候
７月 ６日 20円 七月三日付書面正ニ受領致候　茲ニ金弐拾円也送金致候条受領有

之度候　旅行中は健康を害せぬ様注意有之度候
７月22日 32円 ズシよりは無事帰京致され候哉　別紙為替にて金参拾弐円也送金

致候
８月18日 15円 申送りの金拾五円漸く調達致候条送金致候
９月 １日 40円 茲ニ金四拾円丈送金致候…不得止農学校の裏門の畑二反歩餘り売

却致候　実は毎月の学費其他入費の多き為め売却致候
12月27日 40円 新年来ニ付き入費多き為め金四拾円丈送金致候条受領有之度候

1929年 ３ 月19日 40円 本日金四拾円丈送金致ます　種々入費有之漸く調金出来候
４月23日 75円 （6/26付書簡に記載）
５月 ２日 50円 書籍代金五拾円送金致候条受領有之度
５月25日 50円 茲ニ金五拾円丈送金ス　此レモ本日耕地整理組合ノ手当ヲ貰イ一

円モ家費ニハ支いス送金致候
６月22日 52円 六月十七日付にて早稲田大学より学費金五拾弐円催促来り候条本

日別紙為替にて早稲田大学会計課宛に為替取組候条別紙為替券に
て学校へ御差出被下度候

６月26日 書面に依れは下宿料旅行費等で金七十円要求されたが本年四月か
らの送金は左記之通りと相成又タ七十円の金は到底送金出来兼る

７月 １日 35円 先日の答書は着きました　茲に金三拾五円丈送金致ます
７月 ８日 15円 別紙為替金拾五円送金致候条（帰省旅費）
10月21日 15円 手紙書ク閑モナク送金モ出来ズ漸ク茲ニ金十五円申越ノ通リ送金

致マス
11月16日 15円 申送りの金拾五円送金します
11月29日 15円 茲に金参拾五円送金致候条領収相成度候
12月17日 15円 御正月の用意に金拾五円別紙送金候条受領有之度候
12月28日 40円 本年は種々の物いりで年末は出費多く困り居候故金四拾円丈けで

年越致され度候
1930年 １ 月 ７ 日 是非金ガ入用ナレバ送ルガ如何

１月29日 50円 請求ノ金五十円丈本日送金ス
３月 ４日 96円 本月ハ学資金学校納メ四十一円下宿料其他四拾円旅費金拾五円計

九拾六円ニテ米拾俵売却シテ幾分不足致候　何分緊縮時代ニ付万
事節約致居候

５月13日 35円 此処に金参拾五円也送金致候
５月26日 40円 本日別紙小為替にて金四拾円也送金致しましたので御受取下さい
６月10日 20円 手の怪我は能くなッたか心配して居ります　金廿円送金す　早々

養生を頼む
６月28日 50円 茲に金五拾円送金致居候　早稲田大学よりも学費五拾弐円納金ノ

旨申来リ候も未タ納金出来ず困り居候
９月29日 60円 九月分四十円旅費弐拾円合計六拾円送金ス

1931年 １ 月29日 来月は卒業の事と相考へ候處如に候哉　別議故障等は無之候哉　
送金の繰合も有之候条至急何らの義御通知相成度候

３月 ８日 金額不明 先日振替口座にて送金致候處到着致居哉
３月23日 30円 学校納金は電報ノ翌日送金す　洋服代ハ参拾円丈一応送金シ残金

は暫く猶予すべし　米価下落の為め売り得ず　近き内には高価と
なる事と待居候　近来は収入なき為め少々借財を負い候
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送金額一覧
1926年 ４ 月11日 92円 （文中に記載の合計額）

５月 ７日 35円 （5/15付書簡に記載）
５月24日 金額不明 振替貯金ニテ本日送金致置候
６月26日 35円 来月分の学費三十五円別紙小為替にて送金致候
８月28日 35円 金参拾五円本日送金致候
11月24日 35円 来月分学費三十五円丈ケ送金ス
12月14日 10円 別紙之通リ金拾円丈送付致候
12月25日 40円 申越ノ通リ金四拾円丈送金候条無事越年致サレ度候

1927年 １ 月30日 65円 別紙之通り金六拾五円丈送金致候
４月14日 20円 書籍代として金弐拾円丈け送金します　残金は何日頃送金セば宜

しきや
５月24日 92円 金五拾七円学校費　金三拾五円来月ノ食費　右別紙為替にて送金す
６月 ８日 金額不明 本月二日諫早繭販売購買利用組合に雇はれ昼夜勤務致居候　服代

は遅く相成御困の事と存候　多忙の為め漸く本日別紙為替にて送
金致候

６月28日 34円 先般より繭市場へ雇はれ拾日斗勤務し町会其他多忙にて書面書く
閑もなく活動致シ送金も遅延しました　為替の都合上本月は三拾
四円送金致ます

７月14日 30円 盆祭其他ニ付多忙中通信略ス（金参拾円来る…宜男のメモ書きあり）
９月18日 15円 茲ニ金拾五円丈送金するから請取なさい

20円 （ ９月28日の書簡中に「本月は最早三十五円送金」と記されている）
９月28日 15円 本月は最早三十五円送金済に付不用と思ふが茲に金拾五円丈け送

金するから請取なさい　近来は不景気の上風水害と加はり貸家賃
も皆無と相成生活に苦しく相成困難致す然し貴下の学費は可成値
切せざる積りニ付当分書籍等も教科書以外は可成購入を見合せ節
約せられたし

10月25日 35円 来月分の学費金三拾五円別紙為替券にて送金しますから請取なさい
11月14日 20円 申越の通り金弐拾円送金致候　…　今は当方は稲刈の最中に候　

稲は風水害の為め検見（減米ノコト）を小作人より申出居候
11月28日 40円 申送りの学費四十円送金致候
12月13日 40円 第二キ分学費ハ本日事務所宛為替ヲ以テ納金致置候条通知致候

オーバー代ハ今暫ク猶予被下度尤モ代金ハ何程ナルヤ通知被下度候
12月22日 30円 オーバー代金参拾円丈送金致候　実は上等物が経済なるも金策之

都合参拾円送金致候
1928年 ２ 月25日 32円 申送りの通り金三十二円送金候条御請取被下度候

２月28日 81円 茲に金四拾円送金致ます　学費金四拾壱円ハ直接学校ヘ送金致し
ました

３月 ８日 46円 送金が遅れて御困りの事と存候　実は結婚事件其他諫早町耕地整
理組合事務を池松町長より嘱託致され本月六日より町役場へ勤務
致す事と相成り候　旁々にて取紛れ送金延引致候　茲ニ金四拾六
円送金致候

３月24日 50円 大学部へ上進の上は一層勉強セられ度候…茲ニ金五拾円送付候条
歯の治料費下宿料に致され度候

４月11日 30円 四月六日付の手紙は正ニ受領しました　茲ニ金参拾円と戸籍抄本
一枚送付しますから受取被下度　授業料其他は何日頃に送金すれ
ば宜敷哉　調金の都合有之直ニ通知下さい

４月20日 95円 申送りの通り金九十五円別紙為替券にて送金致候条受領有之度　
大学の方は失念なく直ニ手続き致され度候
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し
た
も
の
で
あ
る
。

一
年
目
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
も
な
く
、
当
初
の
見
積
も
り
金
額
よ
り
も
若
干
多
い
三
五
円
程
度
が
毎
月
送
金
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
二
年
目
の
一
九
二
七
年
、
父
は
繭
市
場
で
仕
事
を
始
め
、
さ
ら
に
町
議
に
選
出
さ
れ
て
多
忙
に
な
る
と
、
送
金
が
遅
れ
る
こ
と
も

あ
っ
た
。
こ
の
年
の
諫
早
は
「
不
景
気
の
上
風
水
害
と
加
は
り
」、
秋
に
は
「
稲
は
風
水
害
の
為
の
検
見
（
減
米
ノ
コ
ト
）
を
小
作
人
よ
り

申
出
居
候
」
状
況
に
も
な
っ
た
。
陣
内
家
の
貸
家
賃
が
皆
無
と
な
る
よ
う
な
こ
と
も
起
き
た
が
、
父
は
「
学
費
は
可
成
値
切
せ
ざ
る
積

り
」
と
送
金
を
続
け
た
。
陣
内
の
一
層
の
勉
励
を
期
待
し
、「
一
日
千
週
」
の
思
い
で
卒
業
を
待
つ
と
も
伝
え
て
い
る
。
そ
し
て
三
年
目

の
高
等
学
院
よ
り
大
学
部
へ
進
学
す
る
段
を
迎
え
た
一
九
二
八
年
三
月
、
父
は
「
諫
早
町
耕
地
整
理
組
合
事
務
を
池
松
町
長
よ
り
嘱
託
致

さ
れ
本
月
六
日
よ
り
町
役
場
へ
勤
務
す
る
」
機
会
を
得
る
。
こ
の
役
場
勤
務
は
、
陣
内
家
の
「
財
政
」
の
助
け
と
な
っ
た
。
父
の
書
簡
に

は
「
学
費
の
差
し
次
に
今
は
毎
日
耕
地
整
理
組
合
へ
出
勤
」
と
か
「
迫
々
送
金
に
つ
い
て
は
困
難
」「
漸
く
調
達
」「
畑
二
反
歩
餘
り
売
却

致
候
、
実
は
毎
月
の
学
費
其
他
入
費
多
き
為
」
な
ど
と
負
の
言
葉
が
織
り
交
ぜ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
る
も
の
の
、
前
年
よ
り
も
多
い
金

額
が
送
金
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
四
年
目
の
一
九
二
九
年
六
月
、
父
の
「
値
切
せ
ざ
る
積
り
」
と
い
う
気
持
ち
に
も
限

界
が
お
と
ず
れ
た
。
そ
も
そ
も
、
父
は
陣
内
へ
の
仕
送
り
を
「
小
生
の
今
の
生
活
に
て
は
少
々
大
荷
」
と
思
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
て
い
た
の

で
あ
る
。

四
年
目
の
新
学
期
を
迎
え
た
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
、
父
は
七
五
円
・
五
〇
円
・
五
〇
円
の
計
一
七
五
円
の
送
金
を
し
て
い
た
。
二

度
目
の
五
〇
円
は
、
耕
地
整
理
組
合
の
手
当
を
貰
っ
た
そ
の
日
に
「
一
円
モ
家
費
ニ
ハ
支
い
ス
送
金
」
し
た
と
い
う
。
そ
ん
な
父
の
許

へ
、
六
月
一
七
日
付
で
早
稲
田
大
学
よ
り
学
費
金
五
二
円
の
催
促
が
送
ら
れ
て
き
た
。
五
日
後
、
父
は
大
学
会
計
課
宛
に
為
替
を
組
ん
で

息
子
へ
送
っ
た
が
、
入
れ
違
い
に
今
度
は
陣
内
か
ら
七
〇
円
を
要
求
す
る
書
面
が
届
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
態
は
、
父
の
気
持
ち
を
逆

な
で
し
、
息
子
を
大
学
に
送
り
出
し
た
こ
と
を
後
悔
す
る
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
厳
し
い
言
葉
を
並
べ
た
て
た
書
簡
を
直
ち
に
送
っ
た
。
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最
早
六
十
才
近
く
に
な
り
収
入
は
月
に
五
十
円
斗
り

此
れ
と
て
も
毎
日
〳
〵
耕
地
組
合
に
腰
弁
当
に
て
出

勤
し
て
貰
ふ
御
金
に
て
漸
く
学
費
に
充
て
居
る
訳
に

て
学
費
は
私
の
汗
油
で
あ
る　

本
年
は
組
合
手
当
に

て
予
算
を
立
て
居
る
が
来
年
は
組
合
も
解
散
と
成
り

何
ん
の
目
的
も
な
く
心
配
致
す
訳
に
て
此
の
模
様
に

て
は
親
譲
り
の
田
地
で
も
売
却
セ
ネ
ば
な
ら
ぬ
事

と
、
な
り
は
、
せ
ま
い
か
と
心
苦
し
い
思
い
（
中
略
）

熟
々
〳
〵
考
る
れ
ば
吾
々
中
産
階
級
の
人
民
で
は
大

学
ニ
入
学
は
考
へ
物
と
思
ふ　

世
間
を
見
渡
セ
ば
人

間
は
学
問
の
み
で
は
駄
目
で
あ
る　

活
社
会
に
出
て

は
常
識
あ
る
人
が
能
く
世
渉
り
が
上
ず
で
あ
る
事
が

目
に
付
く
故
其
積
り
で
考
へ
て
貰
い
た
い

こ
の
書
簡
を
受
け
取
っ
た
後
の
父
子
の
具
体
的
な

や
り
と
り
を
知
る
手
が
か
り
は
な
い
。
が
、
残
さ
れ

た
書
簡
か
ら
う
か
が
え
る
限
り
、
以
後
の
送
金
額
は

小
さ
く
な
っ
て
お
り
、
三
〇
年
の
一
月
に
は
父
の
方

か
ら
「
是
非
金
が
入
用
ナ
レ
バ
送
ル
が
如
何
」
と
尋

ね
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
陣
内
自
身
に
も
何
ら

我慢の限界を伝える書簡（昭和 ４年 ６月２６日）
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か
の
変
化
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

最
上
級
の
大
学
部
三
年
と
な
っ
た
一
九
三
〇
年
か
ら
三
一
年
に
な
る
と
、
経
済
界
は
い
っ
そ
う
不
景
気
と
な
り
、
地
方
都
市
の
諫
早
に

も
大
き
な
不
況
の
波
が
押
し
寄
せ
た
。
父
の
観
察
に
よ
れ
ば
、
旧
暦
の
大
晦
日
で
も
「
例
年
ナ
レ
バ
田
舎
ヨ
リ
人
出
多
キ
日
ナ
ル
モ
本
年

ハ
不
景
気
米
安
ク
為
メ
ニ
人
出
少
ク
町
内
モ
淋
シ
キ
模
様
」、「
諫
早
地
方
は
米
繭
の
産
地
な
る
に
本
年
は
価
格
大
暴
落
の
為
め
財
界
は
火

の
消
へ
た
る
有
様
」
で
あ
っ
た（
９
）。
陣
内
家
に
も
当
然
、
そ
の
影
響
は
及
び
、
米
拾
俵
を
売
却
し
て
仕
送
り
し
た
り
、
送
金
が
遅
れ
る
、
学

費
の
督
促
が
来
て
も
直
ぐ
に
は
納
金
で
き
な
く
な
っ
た
り
し
た
。
地
主
の
財
政
に
と
っ
て
米
価
の
下
落
が
大
き
な
打
撃
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
し
か
し
、
父
は
「
後
一
ヶ
年
と
相
成
候
条
田
畑
は
売
っ
て
も
送
金
可
致
覚
悟
致
居
候
」
と
何
が
何
で
も
送
金
す
る
気
持
ち
を
固

め
る
。
数
か
月
後
に
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
「
大
学
出
身
と
し
て
の
子
を
持
つ
親
の
心
」
が
、
送
金
の
原
動
力
で
あ
っ
た
。

卒
業
と
就
職

陣
内
の
卒
業
ま
で
残
り
半
年
を
切
っ
た
一
九
三
〇
年
一
〇
月
、
早
慶
野
球
戦
の
切
符
の
配
布
の
不
公
正
が
問
題
と
な
っ
た
こ
と
を
端

に
、
学
内
で
騒
動
が
起
こ
り
、
一
〇
月
二
一
日
の
同
盟
休
校
に
ま
で
発
展
す
る
事
態
と
な
っ
た）
１1
（

。
こ
の
騒
動
は
、
連
日
の
新
聞
報
道
と
な

り
、
紛
擾
は
泥
沼
化
し
て
い
く
よ
う
に
報
じ
ら
れ
た
。
陣
内
の
父
も
ま
た
、
新
聞
に
「
早
稲
田
校
生
徒
一
万
三
千
の
同
盟
休
業
」
と
大
書

さ
れ
た
の
を
見
て
心
配
し
、「
如
何
の
事
あ
る
も
貴
下
は
決
し
て
軽
率
の
事
は
な
き
も
の
と
安
心
は
致
居
る
も
矢
張
り
親
御
心
と
し
て
不

安
」
と
、
事
態
の
詳
細
を
知
ら
せ
る
よ
う
に
認
め
る
。

こ
れ
ま
で
、
父
は
陣
内
の
専
攻
す
る
学
問
や
大
学
の
様
子
、
都
会
の
文
化
や
生
活
に
つ
い
て
書
簡
の
な
か
で
言
及
し
た
こ
と
は
な
か
っ

た
。「
お
前
の
こ
と
だ
か
ら
大
丈
夫
」
と
い
う
思
い
が
恒
常
的
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
騒
動
に
感
じ
る
不
安
だ
け
は
何
と
し
て
も
伝
え
た
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か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
期
に
及
ん
で
「
卒
業
が
水
泡
と
化
す
」
こ
と
だ

け
は
し
て
ほ
し
く
な
か
っ
た
。

他
は
置
い
て
我
々
中
産
階
級
は
毎
月
の
学
費
と
し
て
も
汗
と
油
で
送
金
し
ツ
ヽ

あ
る
故
最
早
後
と
四
五
ヶ
月
に
て
一
生
の
栄
誉
を
極
む
る
時
機
と
相
成
寝
て
も

起
き
て
も
後
何
月
と
夫
れ
の
ミ
老
の
身
に
楽
み
居
候
条
決
し
て
〳
〵
軽
率
の
挙

動
に
加
盟
し
て
は
出
来
ず　

国
家
の
為
め
同
志
を
善
道
に
導
き
名
を
挙
げ
万
事

に
卒
業
証
書
を
頂
く
様
神
か
け
て
祈
り
申
候　

下
級
の
学
生
は
前
図
暸
遠
何
と

か
后
始
末
も
着
く
訳
け
な
れ
ど
卒
業
間
ぎ
わ
上
級
生
は
一
歩
を
過
ま
れ
ば
取
返

し
の
付
か
ぬ
羽
目
と
相
成
生
涯
芽
を
出
す
事
の
出
来
な
い
不
幸
の
人
も
数
多
有

之　

我
々
親
子
の
苦
心
も
水
泡
に
な
る
事
を
深
く
考
へ
善
所
せ
ら
る
ゝ
事
を
幾

重
に
も
〳
〵
御
頼
み
申
候

さ
ら
に
父
の
心
配
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
、
新
聞
は
大
学
生
の
就

職
難
の
状
況
を
騒
動
と
相
前
後
し
て
報
道
す
る
。
ま
さ
に
「
大
学
は
で
た
け

れ
ど
」
の
事
態
で
あ
る
。
陣
内
も
就
職
先
を
決
定
し
な
い
ま
ま
に
年
を
越

し
、
一
二
月
末
よ
り
父
へ
の
連
絡
も
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
父

は
、
そ
ん
な
息
子
へ
「
好
き
就
職
口
有
之
候
哉　

其
后
何
た
る
通
知
も
存
く

心
配
致
居
候　

新
聞
紙
上
に
も
餘
程
就
職
難
の
如
く
見
受
け
候
条
委
細
御
知

せ
被
下
度
候
」
と
伝
え
る
。
そ
れ
で
も
な
お
連
絡
の
な
い
息
子
へ
今
度
は

早稲田大学の騒動を伝える新聞（昭和 ６年政治経済学部卒業アルバムより転載）
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「
病
気
に
て
は
無
之
候
哉　

心
配
致
居
候　

愈
々
来
月
は
卒
業
の
事

と
考
へ
居
候
處
如
何
に
候
哉　

別
儀
故
障
等
は
無
之
候
哉
」
と
心
配

を
記
す
。
父
の
頭
が
「
卒
業
」
の
こ
と
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
っ
た
こ
と

が
想
像
で
き
る
。
就
職
が
決
ま
っ
て
い
な
い
の
も
ま
た
心
配
で
、
父

も
ま
た
地
元
で
「
心
当
り
に
相
談
致
」
し
た
り
、「
弟
妹
あ
る
家
庭

な
れ
は
自
給
自
足
と
覚
悟
か
」
と
伝
え
た
り
は
し
て
い
た
。
し
か
し

「
大
恐
慌
」
の
最
中
、
就
職
は
大
困
難
と
認
識
し
て
い
る
よ
う
で
責

め
立
て
る
よ
う
な
言
葉
は
な
い
。
父
に
と
っ
て
は
、
ま
ず
は
五
年
間

に
届
け
た
「
数
千
金
の
学
資
を
意
義
あ
ら
し
め
大
学
出
身
と
し
て
の

子
を
持
つ
親
の
心
」
に
た
ど
り
着
く
こ
と
が
す
べ
て
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

陣
内
は
一
九
三
一
年
四
月
三
日
、
無
事
に
文
学
部
文
学
科
国
文
学

専
攻
を
卒
業
す
る
日
を
迎
え
た
。
こ
の
年
の
早
稲
田
大
学
大
学
部
卒

業
生
は
一
、〇
七
五
名
で
あ
る）

１１
（

。
結
局
、
陣
内
は
就
職
せ
ず
、
中
国

に
渡
っ
て
勉
強
す
る
道
を
選
び
、
一
九
三
一
年
六
月
か
ら
半
年
余

り
、
再
び
父
の
仕
送
り
に
支
え
ら
れ
て
北
京
で
生
活
し
た
。
帰
国

卒業を喜ぶ書簡（昭和 ６年 ３月２３日）
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後
、
兵
役
に
つ
い
た
後
に
母
校
へ
就
職
し
、
よ
う
や
く
給
与
生
活
者
と
な
る
こ
と
が
で
き
た
。

書
簡
か
ら
判
明
す
る
だ
け
の
金
額
で
も
二
、〇
〇
〇
円
を
は
る
か
に
超
え
る
費
用
が
、
陣
内
に
投
じ
ら
れ
て
い
る
。
入
学
当
初
に
父
が

見
積
も
っ
た
合
計
金
額
三
、〇
〇
〇
円
と
重
な
る
。
昭
和
初
期
の
小
学
校
教
員
の
初
任
給
が
五
〇
円
前
後
、
銀
行
員
の
初
任
給
が
七
〇
円）
１２
（

で
あ
る
こ
と
と
比
較
す
る
と
、
そ
の
金
額
の
大
き
さ
が
わ
か
る
。
恐
慌
下
の
厳
し
い
経
済
状
況
の
な
か
で
、
我
が
身
の
老
い
を
感
じ
な
が

ら
も
俸
給
生
活
者
と
な
っ
て
働
き
、
土
地
な
ど
を
売
却
し
て
学
資
を
送
り
続
け
た
父
。「
汗
と
油
で
送
金
」「
親
子
の
苦
心
」「
可
成
値
切

ら
ぬ
よ
う
覚
悟
」
と
父
親
自
身
が
何
度
も
表
現
し
て
い
る
よ
う
に
、
息
子
を
遊
学
さ
せ
る
こ
と
は
、
決
し
て
生
易
し
い
こ
と
で
は
な
く
、

相
当
な
覚
悟
を
必
要
と
す
る
事
態
で
あ
る
こ
と
を
書
簡
は
物
語
っ
て
い
る
。

註（
１
）　

そ
の
他
の
書
簡
の
中
に
は
、
中
国
文
学
者
・
文
芸
評
論
家
の
竹
内

好
発
信
（
昭
和
一
八
年
八
月
一
日
推
定
）
の
書
簡
が
一
通
あ
る
。
文

面
か
ら
、
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
竹
内
は
中
国
文

学
研
究
会
の
解
散
に
つ
い
て
「
た
だ
〳
〵
申
訳
な
い
こ
と
に
思
っ
て

ゐ
ま
す
。
し
か
し
会
が
解
散
し
て
か
ら
急
に
支
那
問
題
を
寄
り
文
化

問
題
と
し
て
考
へ
る
傾
向
に
一
般
に
起
っ
て
き
た
や
う
に
考
へ
ら
れ

吾
々
は
十
年
先
に
歩
い
て
ゐ
た
の
だ
と
い
ふ
気
が
し
ま
す
」
と
記
し

て
い
る
。

（
２
）　

昭
和
一
七
年
六
月
二
一
日　

冨
美
子
宛
陣
内
宜
男
発
信
書
簡
に
記

さ
れ
て
い
る
。

（
３
）　
『
早
稲
田
大
学
百
年
史　

第
三
巻
』（
一
九
八
七
年
三
月
）
三
六
七

頁
～
三
七
六
頁
参
照
。

（
４
）　
「
本
年
度
定
年
退
職　

陣
内
宜
男
教
授
略
歴
・
業
績
」（『
早
稲
田

大
学
教
育
学
部
学
術
研
究　

地
理
学
・
歴
史
学
・
社
会
科
学
編
』
25

一
九
七
六
年
）

（
５
）　

陣
内
宜
男
「
昭
和
初
頭
の
国
文
科
」（
早
稲
田
大
学
国
文
学
会
『
国

文
学
研
究
』
７　

一
九
五
二
年
一
〇
月
）

（
６
）　

陣
内
宜
男
「
創
刊
の
頃
の
こ
ぼ
れ
話
」（
早
稲
田
大
学
国
文
学
会

『
国
文
学
研
究
』
51　

一
九
七
三
年
一
〇
月
）

（
７
）　

昭
和
一
八
年
四
月
九
日
の
陣
内
宜
男
が
妻
に
宛
て
た
書
簡
に
異
母

弟
が
医
専
に
合
格
し
た
こ
と
や
浪
人
せ
ず
に
す
ん
で
安
心
し
た
こ
と

な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
８
）　

大
正
十
四
年
九
月
改
正
か
ら
昭
和
五
年
四
月
改
正
ま
で
の
各
年
の
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『
早
稲
田
大
学
学
則
』
を
参
照
。

（
９
）　

本
書
簡
は
長
崎
県
諫
早
町
と
い
う
一
地
方
都
市
の
恐
慌
下
の
経
済

や
社
会
、
農
作
業
の
様
子
を
伝
え
る
資
料
群
と
し
て
も
意
義
が
あ
る
。

（
10
）　

前
掲
『
早
稲
田
大
学
百
年
史　

第
三
巻
』
四
五
六
頁
～
四
八
一
頁

参
照
。

（
11
）　
『
早
稲
田
学
報
』
第
４
３
４
号　

昭
和
六
年
四
月
一
〇
日　

一
三

頁
参
照
。

（
12
）　
『
値
段
の
風
俗
史
』
続
（
一
九
八
一
年　

朝
日
新
聞
社
）
一
九
頁
・

『
値
段
の
風
俗
史
』
続
続
（
一
九
八
二
年　

朝
日
新
聞
社
）
六
九
頁

参
照
。
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資
料
翻
刻
（
抄
出
）

〇
凡
例

一
、
こ
こ
に
翻
刻
掲
載
す
る
書
簡
は
す
べ
て
、
当
該
期
に
陣
内
多
三
か
ら
陣
内
宜
男
に
送
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

一
、�

書
簡
は
時
系
列
で
配
列
し
た
。
年
月
日
は
、
書
簡
に
記
さ
れ
た
年
月
日
と
し
、
不
明
の
場
合
は
消
印
の
年
月
日
を
記
し
た
。
書
簡
の

内
容
上
、
こ
こ
に
紹
介
を
し
て
い
な
い
書
簡
も
若
干
あ
る
。

一
、
書
簡
に
は
個
人
情
報
等
に
関
わ
る
記
述
も
あ
る
た
め
、
陣
内
宜
男
の
早
稲
田
大
学
在
学
に
関
わ
る
箇
所
の
み
を
抄
出
、
紹
介
し
た
。

一
、
文
書
中
の
前
後
を
省
略
し
た
箇
所
が
多
々
あ
る
。
途
中
を
略
し
た
箇
所
の
み
（
中
略
）
と
記
し
た
。

一
、
書
簡
を
翻
刻
す
る
に
あ
た
り
、
文
章
と
文
章
の
切
れ
目
と
思
わ
れ
る
箇
所
を
一
字
あ
け
と
し
た
。

一
、
明
ら
か
に
誤
字
と
思
わ
れ
る
箇
所
を
含
め
て
、
原
文
通
り
の
翻
刻
と
し
た
。
判
読
不
明
の
文
字
に
つ
い
て
は
字
数
分
の
■
で
表
記
し
た
。

・
大
正
15
年
３
月
２7
日

学
費
は
申
送
り
の
通
り
電
報
為
替
に
て
送
金
し
た

試
験
の
結
果
は
一
生
懸
命
勉
強
し
て
も
入
学
の
出
来
ぬ
の
は
是
れ
運
命　

又
人
の
富
践
も
同
様
一
生
の
運
命　

そ
れ
で
入
学
の
出
来
ぬ
か
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ら
と
て
、
く
や
む
に
も
、
及
は
ぬ
、
学
費
は
、
父
が
貯
へ
て
居
る
丈
は
お
前
た
チ
に
、
や
る
か
ら
、
む
だ
に
、
つ
か
い
さ
エ
、
せ
ネ
ば
、

宜
し
い

東
京
に
行
く
な
ら
は
、
徴
兵
検
査
に
は
是
非
間
に
あ
う
よ
う
に
帰
宅
す
る
事

・
大
正
15
年
４
月
２
日

二
十
九
日
出
の
書
状
正
に
落
手
致
候　

安
着
の
由
安
心
致
候　

此
度
と
云
ふ
此
度
は
是
非
入
学
の
出
来
る
様
致
さ
れ
度
候　

着
物
書
物
は

■
ニ
請
取
候

徴
兵
検
査
ニ
帰
る
旅
費
は
牛
込
区
役
所
に
て
請
取
る
様
町
役
場
ニ
行
き
依
頼
致
可
く
候
条
区
役
所
に
て
請
取
る
事　

学
校
の
成
績
発
表
は

何
日
頃
な
る
や
何
日
頃
帰
宅
す
る
や
御
通
知
有
之
度　

入
費
は
成
可
く
節
約
さ
れ
度
候　

此
頃
は
収
入
な
き
上
に
支
出
多
く
困
り
居
候

・
大
正
15
年
４
月
11
日

金
三
拾
円
は
本
月
振
替
貯
金
て
送
金
致
し
た
か
ら
三
四
日
は
延
着
す
る
か
ら
昨
日
今
日
当
り
は
郵
便
局
よ
り
送
達
の
事
と
思
ふ　

そ
れ
て

手
紙
と
は
別
に
な
っ
て
居
る　

振
替
番
号
は
二
〇
七
八
六
番　

此
度
は
至
急
用
の
趣
き
に
付
為
替
に
て
同
封
送
金
し
た
か
ら
受
取
り
な
さ

い　

金
六
拾
弐
円
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・
大
正
15
年
５
月
１
日

四
月
二
十
九
日
夜
付
の
端
書
正
ニ
受
領
致
候　

無
事
着
京
の
趣
安
心
致
候　

定
め
し
二
十
六
日
よ
り
出
校
の
事
と
存
候

例
の
徴
兵
の
結
果
は
別
紙
番
号
の
通
り
若
番
な
る
故
入
営
す
る
事
覚
悟
を
要
し
候　

多
分
本
年
十
月
頃
愈
々
確
定
と
相
成
る
訳
に
付
其
節

入
営
延
期
の
手
続
可
致
候　

先
便
諫
早
新
聞
参
考
の
為
め
送
付
致
置
候

・
大
正
15
年
５
月
15
日

五
月
七
日
付
て
郵
便
局
か
ら
送
金
済
の
通
知
が
あ
っ
た
が
三
十
五
円
は
入
手
致
さ
れ
候
哉

間
借
賃
が
拾
円
と
食
費
が
四
十
五
銭
と
す
れ
は
計
金
弐
拾
三
円
五
十
銭
と
な
る
訳　

是
れ
ニ
小
遣
い
を
五
円
と
し
て
も
三
十
円
以
内
で
験

約
が
出
来
る
計
算
で
あ
る
か
ら
三
十
円
以
内
て
が
ま
ん
が
出
来
は
せ
な
い
か　

又
た
服
代
、
靴
代
、
学
校
費
等
を
支
出
す
れ
ば
年
計
で
は

六
百
円
以
上
と
相
成
五
年
間
に
は
三
千
円
の
経
費
を
要
す
る
訳
に
付
小
生
の
今
の
生
活
に
て
は
少
々
大
荷
と
考
へ
候

若
し
出
来
得
る
な
ら
ば
先
々
に
て
は
内
職
で
も
働
き
学
費
を
加
勢
出
来
れ
ば
餘
程
結
構
な
る
も
今
直
に
と
は
、
云
は
な
い　

只
だ
参
考
ま

で
申
置
き
候　

尚
熟
考
を
乞
ふ

（
中
略
）

例
の
徴
兵
は
番
号
が
五
十
五
番
故
入
営
せ
ネ
ば
、
な
ら
な
い
と
役
場
で
申
候　

依
て
入
営
延
期
の
願
書
を
出
す
に
は
現
在
の
在
学
証
明
書

が
入
用
に
付
御
送
付
被
下
度　

願
書
は
当
方
で
提
出
す
る
か
ら
在
学
証
明
書
が
到
着
す
れ
ば
直
ニ
其
手
続
き
致
候
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・
大
正
15
年
５
月
２４
日

振
替
貯
金
ニ
テ
本
日
送
金
致
置
候

在
学
証
明
書
ハ
至
急
御
送
付
相
求
度
候

保
養
第
一
に
勉
強
致
さ
レ
度
候

・
大
正
15
年
６
月
６
日

先
日
送
付
致
サ
レ
候
証
明
書
早
速
町
役
場
へ
提
出
候
處
右
証
明
書
ニ
テ
ハ
出
願
出
来
申
サ
ズ
候
条
一
年
志
願
兵
願
書

9

9

9

9

9

9

9

ニ
添
属
ノ
為
メ
ノ
証

明
書
ヲ
貰
イ
受
ケ
御
送
付
相
成
度　

尚
ホ
外
ニ
中
学
校
卒
業
ノ
証
明
書
必
要
ノ
由
ニ
付
当
方
ヨ
リ
大
村
中
学
校
ニ
相
談
可
致
候
条
早
稲
田

学
校
ノ
証
明
書
御
送
付
有
之
度
候

一
年
志
願
兵
願
、
一
年
志
願
兵
入
営
延
期
願
ハ
当
方
ニ
於
テ
認
タ
メ
大
村
連
隊
区
司
令
官
へ
差
出
ス
事
ニ
致
居
候
ニ
付
承
知
相
成
度
候

・
大
正
15
年
６
月
15
日

六
月
十
二
日
付
の
手
紙
到
着　

本
日
一
年
志
願
兵
願
及
ヒ
入
営
延
期
願
書
を
認
め
町
役
場
迄
提
出
致
置
候
条
本
日
認
可
証
下
付
有
之
べ
く

候
ど
も
入
営
延
期
願
は
毎
年
提
出
す
る
事
に
候
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・
大
正
15
年
６
月
２６
日

来
月
分
の
学
費
三
十
五
円
別
紙
小
為
替
に
て
送
金
致
候

・
大
正
15
年
８
月
２8
日

金
参
拾
五
円
本
日
送
金
致
候
条
受
領
相
成
度
候

・
大
正
15
年
11
月
２４
日

来
月
分
学
費
三
十
五
円
丈
ケ
送
金
ス

ジ
ャ
ケ
ツ
ハ
今
母
上
ガ
毎
晩
ア
ミ
居
ル
カ
ラ
出
来
上
リ
次
第
送
付
ス　

昼
ハ
毎
日
購
買
会
ノ
集
金
ニ
出
テ
行
ク
カ
ラ
ア
ミ
方
ガ
オ
ク
ル
　ヽ

然
シ
大
分
ア
ミ
テ
ア
ル
カ
ラ
長
ク
ハ
掛
ル
マ
イ

・
大
正
15
年
1２
月
1４
日

別
紙
之
通
り
金
拾
円
丈
送
付
致
候
条
受
領
有
之
度
候　

例
に
依
り
自
宅
は
此
度
正
月
は
致
候
条
餅
は
送
付
可
致
候
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・
昭
和
元
年
1２
月
２5
日

申
越
ノ
通
リ
金
四
拾
円
丈
送
金
候
条
無
事
越
年
致
サ
レ
度
候　

本
年
ハ
天
気
悪
シ
キ
為
メ
モ
チ
米
出
来
ズ
一
月
ノ
間
ニ
合
イ
兼
候
条
旧
正

月
ニ
年
越
シ
致
ス
考
ヘ
ニ
候

・
昭
和
２
年
１
月
３0
日

別
紙
之
通
リ
金
六
拾
五
円
丈
送
金
致
候
条
受
領
被
下
候　

旧
年
末
に
て
忙
は
し
く
あ
す
餅
搗
こ
と
に
致
居
候

・
昭
和
２
年
４
月
1４
日

四
月
十
日
の
手
紙
は
着
き
ま
し
た　

書
籍
代
と
し
て
金
弐
拾
円
丈
け
送
金
し
ま
す　

残
金
は
何
日
頃
送
金
セ
ば
宜
し
き
や

・
昭
和
２
年
５
月
２４
日

金
五
拾
七
円　

学
校
費　

金
三
拾
五
円　

来
月
ノ
食
費　

右
別
紙
為
替
に
て
送
金
す
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・
昭
和
２
年
６
月
８
日

多
忙
の
為
め
漸
く
本
日
別
紙
為
替
に
て
送
金
致
候
条
受
取
被
下
度　

只
今
は
繭
の
出
盛
り
に
て
毎
日
七
八
千
貫
の
買
売
出
来
居
候

・
昭
和
２
年
６
月
２8
日

先
般
よ
り
繭
市
場
へ
雇
は
れ
拾
日
斗
勤
務
し
町
会
其
他
多
忙
に
て
書
面
書
く
閑
も
な
く
活
動
致
し
送
金
も
遅
延
し
ま
し
た　

為
替
の
都
合

上
本
月
は
三
拾
四
円
送
金
致
ま
す

・
昭
和
２
年
７
月
1４
日

〔
金
参
拾
円
来
る
〕

・
昭
和
２
年
９
月
18
日

茲
ニ
金
拾
五
円
丈
送
金
す
る
か
ら
請
取
な
さ
い
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・
昭
和
２
年
９
月
２8
日

本
月
は
最
早
三
十
五
円
送
金
済
に
付
不
用
と
思
ふ
が
茲
に
金
拾
五
円
丈
け
送
金
す
る
か
ら
請
取
な
さ
い

近
来
は
不
景
気
の
上
風
水
害
と
加
は
り
貸
家
賃
も
皆
無
と
相
成
生
活
に
苦
し
く
相
成
困
難
致
す　

然
し
貴
下
の
学
費
は
可
成
値
切
せ
ざ
る

積
り
ニ
付
当
分
書
籍
等
も
教
科
書
以
外
は
可
成
購
入
を
見
合
せ
節
約
せ
ら
れ
た
し

・
昭
和
２
年
10
月
２5
日

来
月
分
の
学
費
金
参
拾
五
円
別
紙
為
替
券
に
て
送
金
し
ま
す
か
ら
請
取
な
さ
い

（
中
略
）

本
年
は
小
野
村
森
山
村
長
田
村
等
の
大
被
害
で
且
つ
一
聯
の
暴
風
被
害
て
諫
早
は
近
年
に
な
い
不
景
気
と
な
り
ま
し
た

・
昭
和
２
年
11
月
1４
日

申
越
の
通
り
金
弐
拾
円
送
金
致
候
条
落
手
相
成
度
候

（
中
略
）

雨
傘
は
送
料
傘
代
と
餘
り
変
ら
な
い
か
ら
、
あ
と
で
、
運
送
問
屋
へ
聞
合
せ
た
上
で
送
る
事
ニ
致
べ
く
候

オ
ー
バ
ー
は
代
金
は
其
内
ニ
送
金
致
べ
く
候

今
は
当
方
は
稲
刈
の
最
中
ニ
候
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稲
は
風
水
害
の
為
の
検
見
（
減
米
ノ
コ
ト
）
を
小
作
人
よ
り
申
出
居
候

・
昭
和
２
年
11
月
２8
日

申
送
り
の
学
費
四
十
円
送
金
致
候

健
康
を
第
一
と
し
勉
強
の
程
神
か
け
て
祈
上
候

卒
業
の
日
を
一
日
千
週
と
相
待
申
候

・
昭
和
２
年
1２
月
1３
日

毎
日
健
康
勉
強
の
趣
安
心
致
候　

第
二
キ
分
学
費
ハ
本
日
事
務
所
宛
為
替
ヲ
以
テ
納
金
致
置
候
条
通
知
致
候　

オ
ー
バ
ー
代
ハ
今
暫
ク
猶

予
被
下
度　

尤
モ
代
金
ハ
何
程
ナ
ル
ヤ
通
知
被
下
度
候

・
昭
和
２
年
1２
月
２２
日

オ
ー
バ
ー
代
金
参
拾
円
丈
送
金
致
候　

実
は
上
等
物
ガ
経
済
な
る
も
金
策
之
都
合
参
拾
円
送
金
致
候　

来
年
四
月
よ
り
は
独
学
の
教
員
か

又
は
家
庭
教
師
か
あ
務
め
幾
分
の
学
資
を
補
佐
す
る
事
ニ
相
成
れ
ば
老
の
身
に
心
配
を
少
し
て
幸
ニ
有
之
候

然
し
無
理
に
は
進
め
ず
委
細
の
事
は
伯
父
興
三
と
協
議
せ
ら
る
べ
く
候　

健
康
を
第
一
ニ
祈
候
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・
昭
和
３
年
２
月
２5
日

二
月
二
十
一
日
発
送
の
書
状
正
ニ
落
手
仕
候　

申
送
り
の
通
り
金
三
十
二
円
送
金
候
条
御
請
取
被
下
度
候

・
昭
和
３
年
２
月
２8
日

試
験
は
未
ダ
済
ま
せ
ん
か　

身
体
を
害
せ
ぬ
様
に
勉
強
を
願
い
ま
す

茲
に
金
四
拾
円
送
金
致
ま
す

学
費
金
四
拾
壱
円
ハ
直
接
学
校
へ
送
金
致
し
ま
し
た　

先
日
よ
り
衆
議
員
選
挙
て
世
間
ハ
さ
は
ぎ
ま
し
た
が
今
は
全
く
大
風
の
後
の
様
な

気
が
し
ま
す　

私
は
忌
中
に
付
関
係
し
ま
せ
ん
で
し
た

・
昭
和
３
年
３
月
８
日

送
金
が
遅
れ
て
御
困
り
の
事
と
存
候　

実
は
結
婚
事
件
其
他
諫
早
町
耕
地
整
理
組
合
事
務
を
池
松
町
長
よ
り
嘱
託
致
さ
れ
本
月
六
日
よ
り

町
役
場
へ
勤
務
致
す
事
と
相
成
候　

旁
々
に
て
取
紛
れ
送
金
延
引
致
候　

茲
に
金
四
拾
六
円
送
金
致
候
条
御
受
取
被
下
度
候

・
昭
和
３
年
３
月
２４
日

試
験
の
事
は
御
前
の
事
故
必
す
上
成
蹟
の
事
と
予
て
安
心
致
居
候　

漸
く
大
学
部
へ
上
進
の
上
は
一
層
勉
強
セ
ら
れ
度
候　

只
タ
卒
業
の
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日
を
一
日
千
週
と
神
か
け
て
待
居
候　

財
政
の
為
め
再
度
俸
給
生
活
を
致
候　

然
し
身
体
は
老
い
て
益
々
健
康
に
付
安
心
被
下
度
候　

茲

ニ
金
五
拾
円
送
付
候
条
歯
の
治
療
費
下
宿
料
に
致
さ
れ
度
候

・
昭
和
３
年
４
月
11
日

学
費
の
差
し
次
ぎ
に
今
は
毎
日
耕
地
整
理
組
合
へ
出
勤
致
居
り
ま
す　

然
し
此
頃
は
持
病
の
胃
病
も
平
癒
し
ジ
が
時
々
痛
む
の
み
な
る
も

大
し
た
事
も
な
く
無
事
に
過
ご
し
居
り
ま
す

四
月
六
日
付
の
手
紙
は
正
に
受
領
し
ま
し
た　

茲
に
金
参
拾
円
と
戸
籍
抄
本
一
枚
送
付
し
ま
す
か
ら
受
取
被
下
度　

授
業
料
其
他
は
何
日

頃
に
送
金
す
れ
ば
宜
敷
哉　

調
金
の
都
合
有
之
直
ニ
通
知
下
さ
い

・
昭
和
３
年
４
月
２0
日

申
送
り
の
通
り
金
九
十
五
円
別
紙
為
替
券
に
て
送
金
致
候
条
受
領
有
之
度　

大
学
の
方
は
失
念
な
く
直
ニ
手
続
致
さ
れ
度
候

・
昭
和
３
年
５
月
２
日

先
日
送
金
致
置
候
処
到
着
致
候
哉　

未
ダ
請
取
の
通
知
な
き
故
心
配
致
居
候
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・
昭
和
３
年
５
月
５
日

迫
々
送
金
に
付
て
は
困
難
致
候　

茲
ニ
金
四
拾
円
送
金
致
候
条
落
手
相
成
度
候
（
中
略
）
一
日
も
早
く
卒
業
の
期
を
朝
晩
祈
り
居
候

・
昭
和
３
年
６
月
２5
日

本
年
は
至
ツ
て
天
気
廻
り
宜
敷
き
為
め
定
め
し
豊
年
な
ら
ん
と
悦
び
居
候　

麦
作
も
上
出
来
繭
も
か
な
り
上
作
の
趣
き
に
候　

然
し
世
間

は
未
ダ
不
景
気
に
候　

申
送
り
の
通
り
茲
に
金
四
拾
円
為
替
に
て
送
金
致
候
条
受
領
相
成
度
候

・
昭
和
３
年
７
月
６
日

七
月
三
日
付
書
面
正
に
受
領
致
候　

茲
ニ
金
弐
拾
円
也
送
金
致
候
条
受
領
有
之
度
候

旅
行
中
は
健
康
を
害
せ
ぬ
様
注
意
有
之
度
候

・
昭
和
３
年
７
月
２２
日

ズ
シ
よ
り
は
無
事
帰
京
致
さ
れ
候
哉　

別
紙
為
替
に
て
金
参
拾
弐
円
也
送
金
致
候　

ユ
カ
タ
は
別
便
小
包
に
て
二
枚
丈
ケ
送
付
致
候
条
到

着
落
手
相
成
度
候

本
年
も
徴
兵
入
営
延
期
願
に
必
要
に
付
折
返
シ
在
学
証
明
書
御
送
付
相
成
度
候　

最
早
期
限
接
近
致
居
候
条
失
念
な
く
送
付
有
之
度
也
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・
昭
和
３
年
８
月
18
日

申
送
り
の
金
拾
五
円
漸
く
調
達
致
候
条
送
金
致
候

日
々
耕
地
整
理
組
合
事
務
所
（
諫
早
町
役
場
）
へ
出
勤
致
居
候

・
昭
和
３
年
９
月
１
日

茲
に
金
四
拾
円
丈
送
金
致
候

就
而
ハ
（
中
略
）
不
得
止
農
学
校
の
浦
門
の
畑
二
反
歩
餘
り
売
却
致
候　

実
は
毎
月
の
学
費
其
他
入
費
多
き
為
め
売
却
致
候　

尤
も
割
合

の
善
き
田
地
其
ノ
内
に
は
買
入
る
ゝ
積
り
に
候

・
昭
和
３
年
1２
月
２7
日

新
年
来
ニ
付
き
入
費
多
き
為
め
金
四
拾
円
丈
送
金
致
候
条
受
領
有
之
度
候

・
昭
和
４
年
３
月
19
日

本
日
金
四
拾
円
丈
送
金
致
ま
す　

種
々
入
費
有
之
漸
く
調
金
出
来
候　

委
細
は
帰
宅
面
会
の
上
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・
昭
和
４
年
５
月
２
日

書
籍
代
金
五
拾
円
送
金
致
候
条
受
領
有
之
度
昨
今
は
余
程
凌
き
能
く
相
成
候

・
昭
和
４
年
５
月
２5
日

茲
ニ
金
五
拾
円
丈
送
金
ス　

此
レ
モ
本
日
耕
地
整
理
組
合
ノ
手
当
ヲ
貰
イ
一
円
モ
家
費
ニ
ハ
支
い
ス
送
金
致
候

・
昭
和
４
年
６
月
２２
日

六
月
十
七
日
付
に
て
早
稲
田
大
学
よ
り
学
費
金
五
拾
弐
円
催
促
来
り
候
条
本
日
別
紙
為
替
に
て
早
稲
田
大
学
会
計
課
宛
に
為
替
取
組
候
条

別
紙
為
替
券
に
て
学
校
へ
御
差
出
被
下
度
候

・
昭
和
４
年
６
月
２６
日

本
月
二
十
二
日
出
し
た
手
紙
が
行
違
い
と
な
り
ま
し
た　

学
校
納
金
五
十
二
円
送
金
し
ま
し
た
か
ら
直
に
学
校
へ
納
め
て
下
さ
い　

書
面

に
依
れ
は
下
宿
料
旅
費
等
で
金
七
十
円
要
求
さ
れ
た
が
本
年
四
月
か
ら
の
送
金
は
左
記
之
通
り
と
相
成
又
々
七
十
円
の
金
は
到
底
送
金
出

来
兼
る
故
本
年
は
東
京
で
夏
休
み
を
し
て
下
宿
料
丈
に
し
て
貰
い
た
い　

実
は
可
成
要
求
の
通
り
に
し
た
い
が
最
早
六
十
才
近
く
に
な
り

収
入
は
月
に
五
十
円
斗
り
此
れ
と
て
も
毎
日
〳
〵
耕
地
組
合
に
腰
弁
当
に
て
出
勤
し
て
貰
ふ
御
金
に
て
漸
く
学
費
に
充
て
居
る
訳
に
て
学
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費
は
私
の
汗
油
で
あ
る　

本
年
は
組
合
手
当
に
て
予
算
を
立
て
居
る
が
来
年
は
組
合
も
解
散
と
成
り
何
ん
の
目
的
も
な
く
心
配
致
す
訳
に

て
此
の
模
様
に
て
は
親
譲
り
の
田
地
で
も
売
却
セ
ネ
ば
な
ら
ぬ
事
と
、
な
り
は
、
せ
ま
い
か
と
心
苦
し
い
思
い
を
、
し
て
居
る
、
夫
れ
で

本
年
は
東
京
で
何
か
内
職
で
も
し
て
老
父
を
助
く
る
計
画
を
立
て
ヽ
、
貰
い
た
い　

不
安
で
な
ら
ぬ
の
は
二
名
の
子
供
が
居
る
故
心
配
で

死
ん
で
も
目
が
閉
ら
れ
ぬ　

熟
々
〳
〵
考
る
れ
ば
吾
々
中
産
階
級
の
人
民
で
は
大
学
ニ
入
学
は
考
へ
物
と
思
ふ　

世
間
を
見
渡
セ
ば
人
間

は
学
問
の
み
で
は
駄
目
で
あ
る　

活
社
会
に
出
て
は
常
識
あ
る
人
が
能
く
世
渉
り
が
上
ず
で
あ
る
事
が
目
に
付
く
故
其
積
り
で
考
へ
て
貰

い
た
い

（
中
略
）

四
月
二
十
三
日　

金
七
十
五
円

五
月
二
日　
　
　

金
五
十
円

五
月
二
十
五
日　

金
五
十
円

六
月
二
十
二
日　

金
五
十
二
円

・
昭
和
４
年
７
月
１
日

先
日
の
答
書
は
着
き
ま
し
た

茲
に
金
三
拾
五
円
丈
送
金
致
ま
す

計　

二
百
二
十
七
円
也

⎩ ⎨ ⎧
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・
昭
和
４
年
７
月
８
日

別
紙
為
替
金
拾
五
円
送
金
致
候
条
（
帰
省
旅
費
）
受
領
有
之
度　

先
日
六
月
分
学
費
ト
シ
テ
金
丗
五
円
小
為
替
（
二
十
円
券
十
五
円
券
二
枚
）

送
付
致
候
処
受
領
致
さ
れ
候
哉

何
日
頃
帰
宅
ス
ル
や
通
知
有
之
度
候

・
昭
和
４
年
10
月
２1
日

右
講
会
の
問
題
デ
昼
夜
苦
シ
ミ
手
紙
書
ク
閑
モ
ナ
ク
送
金
モ
出
来
ズ　

漸
ク
茲
ニ
金
十
五
円
申
越
ノ
通
リ
送
金
致
マ
ス

・
昭
和
４
年
11
月
1６
日

兎
角
人
間
は
病
気
程
不
愉
快
な
も
の
は
な
く
健
康
で
な
け
れ
ば
何
事
も
出
来
ま
せ
ん　

健
康
で
来
る
一
年
後
の
卒
業
を
神
仏
に
祈
っ
て
居

り
ま
す
（
中
略
）
申
送
り
の
金
拾
五
円
送
金
し
ま
す

・
昭
和
４
年
11
月
２9
日

茲
に
金
参
拾
五
円
送
金
致
候
条
領
収
相
成
度
候　

迎
て
新
年
も
近
き
小
遣
も
入
用
と
存
候
も
次
会
の
時
は
何
ん
と
か
致
べ
く
前
陳
の
通
り

戦
争
中
に
付
御
諒
承
を
乞
ふ
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・
昭
和
４
年
1２
月
17
日

御
正
月
の
用
意
に
金
拾
五
円
別
紙
送
金
致
条
受
領
有
之
度
候

・
昭
和
４
年
1２
月
２8
日

本
年
は
種
々
の
物
い
り
で
年
末
は
出
費
多
く
困
り
居
候
故
金
四
拾
円
丈
け
で
年
越
致
さ
れ
度
候

・
昭
和
５
年
１
月
７
日

本
年
一
年
で
貴
下
ノ
卒
業
ヲ
一
日
千
週
ト
待
ツ

ハ
ノ
イ
タ
ミ
ハ
如
何
ニ
ナ
リ
マ
シ
タ
カ　

大
シ
タ
事
モ
ナ
イ
ダ
ロ
ウ
ト
餘
リ
気
ニ
モ
カ
ケ
ズ
ニ
イ
タ
ガ
ヨ
ク
ナ
リ
マ
シ
タ
カ　

是
非
金
が
入
用
ナ
レ
バ
送
ル
ガ
如
何

・
昭
和
５
年
１
月
２9
日

今
日
ハ
旧
暦
ノ
大
晦
日
ニ
テ
天
気
快
晴
ニ
付
例
年
ナ
レ
バ
田
舎
ヨ
リ
人
出
多
キ
日
ナ
ル
モ
本
年
ハ
不
景
気
米
安
ク
為
メ
ニ
人
出
少
ク
町
内

モ
淋
シ
キ
模
様

（
中
略
）
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請
求
ノ
金
五
十
円
丈
本
日
送
金
ス

・
昭
和
５
年
３
月
４
日

帰
省
旅
費
ト
シ
テ
金
拾
五
円
送
金
致
候

本
月
ハ
学
資
金
学
校
納
メ
四
十
一
円
下
宿
料
其
他
四
拾
円
旅
費
金
拾
五
円
計
九
拾
六
円
ニ
テ
米
拾
俵
売
却
シ
テ
幾
分
不
足
致
候　

何
分
緊

縮
時
代
ニ
付
万
事
節
約
致
居
候

・
昭
和
５
年
５
月
1３
日

無
事
勉
強
致
さ
れ
候
哉　

病
気
に
犯
さ
れ
ざ
る
様
祈
り
居
候　

此
の
頃
は
年
老
い
て
か
楽
し
み
薄
く
只
東
の
空
を
向
い
て
安
否
を
思
う
の

み　

送
金
が
遅
延
し
て
気
の
毒
に
候　

此
処
に
金
参
拾
五
円
也
送
金
致
候
（
中
略
）
実
は
後
一
ヶ
年
と
相
成
候
条
田
畑
は
売
て
も
送
金
可

致
覚
悟
致
居
候

・
昭
和
５
年
５
月
２６
日

本
日
別
紙
小
為
替
に
て
金
四
拾
円
也
送
金
致
し
ま
し
た
の
で
御
受
取
下
さ
い
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・
昭
和
５
年
６
月
10
日

手
の
怪
我
は
能
く
な
ッ
た
か
心
配
し
て
居
り
ま
す　

金
廿
円
送
金
す　

早
々
養
生
を
頼
む

・
昭
和
５
年
６
月
２8
日

茲
に
金
五
拾
円
送
金
致
候　

早
稲
田
大
学
よ
り
も
学
費
五
拾
弐
円
納
金
ノ
旨
申
来
り
候
も
未
タ
納
金
出
来
ず
困
り
居
候

・
昭
和
５
年
９
月
２9
日

九
月
分
四
十
円
旅
費
弐
十
円
合
計
六
拾
円
送
金
ス　

東
北
地
方
ハ
最
早
寒
冷
ノ
事
ト
思
ハ
レ
候
条
病
気
ニ
犯
サ
レ
ヌ
様
十
分
注
意
有
之
度

（
中
略
）
不
景
気
ノ
為
メ
米
ガ
安
イ
ノ
ニ
困
リ
居
候

・
昭
和
５
年
10
月
２5
日

此
節
の
各
新
聞
に
は
早
稲
田
校
生
徒
一
万
三
千
の
同
盟
休
業
と
大
書
致
候
處
如
何
の
模
様
な
る
や
心
配
致
居
候
条
詳
細
御
通
知
有
之
度

如
何
の
事
あ
る
も
貴
下
は
決
し
て
軽
率
の
事
は
な
き
も
の
と
安
心
は
致
居
る
も
矢
張
り
親
心
と
し
て
不
安
を
惑
し
申
候

他
は
置
い
て
我
々
中
産
階
級
は
毎
月
の
学
費
と
し
て
も
汗
と
油
で
送
金
し
ツ
ヽ
あ
る
故
最
早
後
と
四
五
ヶ
月
に
て
一
生
の
栄
誉
を
極
む
る

時
機
と
相
成
寝
て
も
起
き
て
も
後
何
月
と
夫
れ
の
ミ
老
の
身
に
楽
み
居
候
条
決
し
て
〳
〵
軽
率
の
挙
動
に
加
盟
し
て
は
出
来
ず　

国
家
の



� 146

為
め
同
志
を
善
道
に
導
き
名
を
挙
げ
万
事
に
卒
業
証
書
を
頂
く
様
神
か
け
て
祈
り
申
候　

下
級
の
学
生
は
前
図
暸
遠
何
と
か
后
始
末
も
着

く
訳
け
な
れ
ど
卒
業
間
ぎ
わ
上
級
生
は
一
歩
を
過
ま
れ
ば
取
返
し
の
付
か
ぬ
羽
目
と
相
成
生
涯
芽
を
出
す
事
の
出
来
な
い
不
幸
の
人
も
数

多
有
之　

我
々
親
子
の
苦
心
も
水
泡
に
な
る
事
を
深
く
考
へ
善
所
せ
ら
る
ゝ
事
を
幾
重
に
も
〳
〵
御
頼
み
申
候

・
昭
和
６
年
１
月
18
日

就
而
は
来
る
二
月
は
愈
卒
業
の
事
と
存
候
処
好
き
就
職
口
有
之
候
哉　

其
后
何
ん
た
る
通
知
も
存
く
心
配
致
居
候　

新
聞
紙
上
に
も
餘
程

就
職
難
の
如
く
見
受
け
候
条
委
細
御
知
せ
被
下
度
候　

世
界
中
の
不
景
気
に
供
な
い
当
地
も
大
不
景
気
に
て
特
に
諫
早
地
方
は
米
繭
の
産
地
な
る
に
本
年
は
価
格
大
暴
落
の
為
め
財
界
は
火
の
消

へ
た
る
有
様
に
候

（
中
略
）

然
し
来
月
よ
り
学
費
が
減
ず
る
事
故
幾
分
楽
み
居
り
候　

兎
角
老
年
の
故
な
る
や
病
気
に
犯
さ
れ
易
く
困
り
申
候

・
昭
和
６
年
１
月
２9
日

先
月
末
通
知
後
音
信
無
之
病
気
に
て
は
無
之
候
哉　

心
配
致
居
候　

愈
々
来
月
は
卒
業
の
事
と
考
へ
候
處
如
何
に
候
哉　

別
儀
故
障
等
は

無
之
候
哉　

送
金
の
繰
合
も
有
之
候
条
至
急
何
ら
の
義
御
通
知
相
成
度
候
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・
昭
和
６
年
３
月
８
日

試
験
は
相
済
候
哉　

心
配
致
居
候
条
終
了
次
第
通
知
有
之
度
候　

先
日
振
替
口
座
に
て
送
金
致
候
處
到
着
致
候
哉　

卒
業
后
の
方
進
は
如

何
相
定
り
候
哉　

詳
細
返
事
被
下
度
候

・
昭
和
６
年
３
月
２３
日

愈
待
ち
に
待
ち
た
る
卒
業
を
向
へ
嬉
し
く
喜
び
合
居
り
候　

五
年
間
毎
日
新
聞
記
事
を
隈
な
く
見
早
稲
田
校
に
事
件
は
起
ぬ
か
と
心
配
致

只
無
事
に
卒
業
期
を
一
日
千
週
と
待
居
た
る
に
卒
業
を
遂
げ
数
千
金
の
学
資
を
意
義
あ
ら
し
め
大
学
出
身
と
し
て
の
子
を
持
つ
親
の
心
は

感
慨
無
量

卒
業
後
の
方
進
に
付
て
は
随
意
な
る
も
弟
妹
あ
る
家
庭
な
れ
は
自
給
自
足
と
覚
悟
か　

第
一
十
八
日
付
の
手
紙
に
依
れ
ば
未
だ
就
職
口
な

き
趣
当
方
に
て
も
心
当
り
に
相
談
致
居
候
も
給
料
者
は
本
年
は
大
恐
慌
ビ
ク
〳
〵
致
居
候
半
新
就
職
は
大
困
難
と
の
事
に
候　

萬
一
善
き

口
あ
る
時
は
直
に
通
知
す　

徴
兵
ハ
入
営
延
期
ノ
事
由
止
み
た
る
時
は
十
四
日
以
内
に
本
籍
地
連
隊
区
司
令
官
宛
町
長
ニ
差
出
べ
し
と
あ

り
依
て
十
五
日
事
故
止
と
し
て
明
日
役
場
へ
届
る
積
り
ニ
付
通
知
す　

学
校
納
金
は
電
報
ノ
翌
日
送
金
す　

洋
服
代
ハ
参
拾
円
丈
一
応
送

金
シ
残
金
は
暫
く
猶
予
す
べ
し　

米
価
下
落
の
為
め
売
り
得
ず　

近
き
内
に
は
高
価
と
な
る
事
と
待
居
候　

近
来
は
収
入
な
き
為
め
少
々

借
財
を
負
い
候

（
中
略
）

三
月
二
十
一
日
付
手
紙
右
書
終
り
と
同
時
に
受
取
候　

前
書
之
通
り
方
行
は
随
意
支
那
行
も
賛
成　

行
く
に
す
れ
ば
種
々
仕
度
も
あ
る
訳

な
れ
ば
東
京
を
引
上
け
一
応
帰
宅
の
上
篤
と
協
議
致
べ
く
木
下
さ
ん
川
口
さ
ん
に
宜
敷




